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（1）

　自分はかつて「天界」第63號に「日本に於ける太陽黒黙観測」ミいふ一文を

草して，諏訪の三澤氏始め，其の三九名の我が同好會員たちの黒鮎観測の

歌況を報ずるE共に，此等の観測結果から黒黙相封撒を算出し，スヰス國

チウリヒ大學のテルフア教授の結果ε比較しつX，日本の此の種の槻測が

如何に重要なものであるかを示した．

　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　其の後，大正予五年（1926年）十月には東京に於いて汎太李洋學術艶冶が

開かれたので，其の節，自分は三澤勝魏魏の太陽観測をひろく内外に紹介

するε共に，此の三澤氏の観測ミ，前記テルフア氏の齪測結果εの比較研

究を報告するため，其の年十一月2日午後の天文學協議會席上に於いて，A

New　Sedes　of　Sun－spot　Observations及びOn　the　RelatiOn　・between　Sun－

spots　and　Solar　Constantsミ題する二種の論文を讃んだこごがある．（「天

界」第70號第577頁参照）此の二つの論文のうち，特に後者は，未だ「天界」

に紹介しなかつナこけれき，いろ々々興味ある統計的結果を示してみるので，

いっかは之れをロ本語で，我が讃者ずこちに報告しナこいものだミ，かねがね



52 最近の太陽活動の歌況硯究　（山本）

考へてるナこ．一今此の適當な時期が來たやうに思ふ．ミ同時に，太陽黒

　　　　　　　　　　　　　　　まぢか
貼の活動もいよ々々其の極大期が目近に迫って來た．

　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　自分が「天界」第63號に書いた文の材料は1926年初までのものであっナこし，

叉，汎太李洋學術會議に提出した論文の材料は王926年十月までのものであ

っナこ，しかるに今は更に一年鯨の日子を繧て，自分の手許には1927年十二

月末までの観測結果が三澤氏から報告されてるる．前後6年蝕にわナこる此

の豊富な材料を以って，自分は今薙に，主εして一切七洋群議に報告した

研究要旨を再び算定するε共に，爾ほ最近に得ナこいろ々々の新しい結論を

紹介したい。

　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　三澤氏の太陽二二観測報告は，かつて「天界」第63號第169頁に記しナこ通

り，1926年初までのものが皆「天界」S「ブレナン」εに載せられてある．其

の後のものは下の第一表の通り，悉く「ブレテン」に出てみる．

　自分は此の報告に基づいて，先づ「黒鮎相三三」の口々の値：を計算した。

そして更に之れの毎月の二言値を算出した．相封嶽を計算する式は

　　　　　　　　　　　　　R＝・10×g十f

　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表

　　　　　　　　　三澤氏の太陽黒鮎観測報告書一覧

　　　　　　　　（「天界」第63壷網169頁の第二表の績き）
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であるこε，「天界」第63號に記した通りである．但し，こNで，gは黒門

群の藪，fは黒三二敷，　Rは相封撒である．

　　第　　二　　衰

太陽風鮎相封籔毎月亭均値
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此の式によづて相封歎を計算してみ

るごεは勿論であって，其の「暫定

相i二二」（Provisorische　Relativzahlen）

は三四ケ月短にMeteorologische　Z¢

itschhft及びTerrestrial　Magnetism

and　Atmospheric　Electricityに嚢表

されてみる．第二表に，三澤氏のも

の霊チウリヒのものS去月相並べて，

二二歎の月々の李均値を示す．

　　　　　　　（5）

　第一圖は此の第二表を圖にしたも

のであって，其の初めの部は，言ふ

までもなく，「天界」第63號第182頁

に掲li・te圖の一部である，此れによ

って，太陽の黒氏活動が，最近如何

に力強く上昇の一路を進んでみるか

が分かる．

　黒鮎活動が最頂上に上するのは果

して何年二月であるか？　之れは先

づ不明である．尤も今世紀に入って

から，

　第1回目の黒黙極大期が　1906年5月

　第2回目の黒黙極大期が　1917年7児

であった．此の爾期の間隔は11年2

ケ月であって，ほSt　一一suに認められてみる李均週期に近い．從って，次ぎ

の，
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　　　　　　　　　第3回目の黒鳥極大as　［t　1928年9児

らしいε推測するこミも出來るけれさ，之れは決して頼りにするに足りな

い．何εなれば，太陽黒貼活動の本質や原因や機構は今日の學術上少しも

分ってるないのであって，増減の週期なさも決して規則正しいものではな

い．11年こいふのは要するに週期の準均値である．三って只三二に11年の

みをふりまはすこεは危険である。過去300年にわナこって太陽三三の極大

期や極小期の循環が如何に不規則なものであるかミいふこεは「天界」第62

號第120頁の表によっても明らかである．

暑oe

50　eoo
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’1抽L…1，．

　　　　　　1912　’　19i3　1914　’　eglS　’　1926

　　　　　第一圖　太陽圧出相出語の鍵化

　しかし，吾人は本文の第一圖を見るミ，いろ怪々興味あるこSが知られ

る．先づ第一に諏訪の観測の曲線εチウリヒの観測の曲線εが互ひに極め

てよく一致して昇り降りしてみる事から見て，侮月の相封数の増減の大艦

は，決して観測者の誤りでなく，全く之れは太陽黒鮎の眞の憂化であるこ

εを確かめる次第である．倫ほ其の上に，此の爾方の曲線に共通して．多

少規則立つた現象の見えるこεも否まれない．特に，此の圖を見て，自分

が指摘しナこいこミは

　　　　　　1922年三月｝間隔15ケ月

　　　　　1923年六月｝同　16　・f月

　　　　　勝論‡二郷同　14用
　　　　　1927年二月紳　1・・月
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には，何れも著しい極大を示してみるこミである．尤も干れは只此の曲線

の形だけについて言へるこεであって，其の理由な＄は全く不明であるが，

εにかく近年の黒黙活動にほ蝦5ケ月の短週期が現はれてるるこεを，假

りに眞理に近いものざすれば，’今後は

　　　　　　　　　　1928年五月

　　　　　　　　　　1929年八月

の頃に又それぞれ一種の黒貼極大期が現はれるかも知れない．しかし回れ

ε同時に黒鮎活動の，もつ言大きな波も押し寄せて來るのであるから，此

等の事情を考へ合せて見る言，

　　　　　　今世紀第5回目の黒監極大期は　　　　1928年中頃

ε豫想するのが最も當然ではないか？　但し此んなたちの豫想は今までに

世界中の誰も試みた人が無いのであって，可なり大謄な言ひ方ではある．

　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　チウリヒのラルフア氏等は，他の多くの観測者ナこちの黒黙槻測を，皆一

律にして整理統計するナこめに，先づ各観測者について，

　　　　　　　　　　　　　Rノ＝10×9’十f！

の式で相回数を計算：し，ついで，

　　　　　　　　　　　　　　R＝k×Rノ

によってRを算出するこSにしてるる．（「天界」）第62號第111頁及び第63

號第168頁参照）但しkは各観測者についての恒藪である．故に之れを換

言するミ，ヲルフア氏等は，各観測者の観測結果から算出した相肇｝歎は，

互ひに正比例するこミを前提εしてみるわけである，

　自分も，始め，此のラルフアの計算原理を踏襲し，幾何學的にkを求め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たて
るつもりで第2圖のやうなものを叢いて見た．此の圖は縦にチウ．リヒの相

　　　　　　よこ
三歎をミり，横に三澤氏の相封藪をSつたものであって，材料ミしては先

づ1921年十月以來1925年三月までの，毎月の李均相一町を用みた．其の結

果，囲に見る通り，黒い小黙で表はされてみるものであって，チウリヒε

諏訪ε爾方の相封撒は誠に見事な一つの直線的關係で表はされてみる．之
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れによって，諏訪の相封撒をチウリヒの藪に直すが爲めには，

　　　　　　　　　　　　　　k＝0．83

であるこSを知つナこ．自分が断れを知ったのは今から二年孚も前のこttで

ある．

　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　しかるに，自分は此の第1圖の中に，1925年四月以後の相封歎を記入す

るに及んで，全く豫期しなかった一つの興味ある事を装見した．第2圖の

×印の三々を見られよ．下れは1925年四月から1926年九月までの相封数の

相互丁丁を表はすナこめに書いたもので，書き方は前ε同様である．此れを

見るε，明らかな如く，もはや全部の鮎が同一の直纏（1）の附近に集まって

みない．黒鮎相封撒の大きいものだけが，全く新しい（II）εいふ直線の附

近に集まってみるやうに見える．之れは如何なる事であるかミ言ふε，「黒

鮎の多く現はれる時には，チウリヒ流の黒鮎群の見分け方ε，三澤流の黒

門群の見分け方ミが違ふ」こミ：を意味するのであって，實際（1工）の直線に

相野するkは，

　　　　　　　　　　　　　　k＝＝1．6

であって，さきに得た直線（1）のK1ミして，

　　　　　　　　　　　　　　k＝＝O．83

の殆ん重二倍になってみる．帥ち，之れを言ひ換へれば，「丁丁の多い場合

に，諏訪で一つの黒二三ε見てみるものを，チウリヒでは二つε見てみる」

のであるεも言ひ得る一尤も，毎日太陽面に見える多くの二三の，されミ

塾εを一つの群ミ見るべきものであるかε言ふこεについては學問上下

の規定も無いのであるから，今は多くの観測者が各々勝手に黒鮎群の見分

けをやってみる．從って，極めて明瞭の一群づっ霊認められるものを除き，

他は一一群ε見られたり，二群ミ見られたりする不一致があるσ）は止．むを得

ない・しかし此うした不一致も，多くの藪の李均笹ミして取れば，，入々に

　　　　　　けた
よって大した桁違ひのものεなって現はれす，た、・各入の或る個人差の程

度に・連綾的な性質ミして現はれるものだらうミー般の卜者たちは豫想し

てるるのである・故に今こ、に明らかにされたやうな不蓮綾性が獲見され，
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RεR偲の過半が輩出な直線式で表はされないε知れて見るミ，ラルフア

等が総ての観測者の報告を，

　　　　　　　　　　　　R＝＝k（10Xg十f）

の式で整理してみるのは不合理S言はねばならない．一自分は此の事實

を1926年九月に見つけてう前記，再再尋：洋洋術會議に於いて褒表しナご．

　自分は囲うして諏訪εチウリヒミに黒鮎群の見分け方についての違ひが

あるこSを，輩に毎月の李四相回附について知ったばかりでなく，後には

侮日の相封藪についても確かめるこiが出子た。

　　　　　　　　　　　　　　　（8）

　諏訪Sチゥリヒtrの太陽黒貼相封戸の關係を，自分は遽に最近1927年十

二月の分まで研究しナこ．そして更に叉興味ある一新事實を嚢細した，其の．

要旨は第二圖の白い小圓によって示されてみる．此の圖は，前の圖S同様

な清き方で出來たものであって，只其の材料だけは1927年十二月までの毎、

月李頬面面諭を用ゐt，此の圖を見るミ，誰の目にも明らかである通り，

最近藪ケ月間，太陽黒鮎の活動は喜々著しいた猷相封撒も亦面々塘大し

てみるが，しかし，諏訪の相鋤藪に封ずるチウリヒの相感歎は，1926年初

まで0）形勢の如く直線（II）の附近に集らないで，却って，直線（1）の近くに，

來る傾向を著しく示してみる．蛸壷に此の傾向が著しいだけ其れだけ，此1

の事實の裏にかくれてみる謎が吾入を迷はすのであるドミころが，自分は

圖上に於いて此の事實を認めるミ共に，はからずも思ひ起した事は，五926i

年4月にチウリヒ天文皇畏ヲルフア教授が定年制の故を以って退職しナここ

Eである．ラルフア氏は退いて，其の後判者にはWilliam　Brunner氏が任

命されたこミ1は翫に1926年の夏頃外堀雑誌によって報ぜられね之れε共

に，永くヲウリヒ天文皇での綴績事業である此の太陽増増槻測も，當然，

ヲルフア氏の手を離れて，新神戸ブルンナア氏又は其の他の新観測者の手

に移る筈だε，自分はかねてから考へてるた．しかるに其の後，1926年を・

過ぎて，192フ年の末に近づいても，MeteOrologische　ZeitschriftやTerrestriaL

Magnetismに獲表される太陽黒貼相封藪の観測報告は，事書，依然εして

A．Wolfer氏の名で護表されてみるものだから．チウリヒ天文皇の内部の
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事情が如何になってみるだらうεいふ不安が，近頃，自分の心の中にあっ

たSころが，最近自分がA・G・協會のVierteljahrsschrift．1こ載せられてや

るZ面ch天文皇の報告によって，此等の事情は明らかになった．郎ち此の

報告によれば，チウリ．ヒ天文皇の管理ミ経管ミは全くブルンナア氏の手に

移っナこのであって，大切な太陽黒貼観測も，勿論，ブルンナア氏がやるや

うになったのだけれ骨，fルフア時代からブルンナァ時代ぺの移り搾りに

よって起る襯測ヒの経過を圓滑にし，殊に此の爾者の観測結果の敷量的關

係を確立するため，一旦退職しft筈のテルフア氏が，實は爾ほ1926年四月

以後も，暫くは太陽黒鮎観測を綾綾してみるのである．爾ほ其の上に，チ

ゥリヒでは助手Brogerなる入も同じ太陽黒瓢観測を始めるこεになつナこ．

從って1926年四月以後「チウリヒの太陽黒四相封撒」ミして襲表されつtSあ

るものは，從來のラルフア氏の外に，ブルンナア氏の観測S，ブP一ガア

氏の観測εを合して，一種の「李均値：」に計算し直しナニものである．此の李

均値　εいふのが如何にして算出されてみるかは明らかでないが，εに

かく，1926年四月1日以前ε以後ミに於いて，チウリヒの野僧観測者の歌垣

が憂化しkこεは明白である．そして此れが，偶然にも自分の研究の上に

現はれて，第二囲に其れが示されてみるのは興味あるこミである，

　一一一WS，前にも記した通り，太陽面に現はれる黒貼の群の見分け方を如何

にするか言いふこミについては世界の岬町間に何も一定したきまりが無い

のであるから，互ひに離れてみる學者ナこちの間に観測上の多少の不一致が

あるのは止むを得ないミ言ひ得る．しかし，同一一の天文皇に於いては，（殊

にチウリヒのやうな永い傳統を追ふ天文皇に於いては，）観測者間に充分な

申し合はせがあって然るべきであるに拘らす，此の事がなくて，可なり著

しい不蓮綾が曝露したのは少々驚くべき事件であるが，しかし又解れは一

面に於いて，一見簡躍に見える太陽黒鮎齪測術にも，決して言葉や文章で表

はし得ないデリクーFな心理εが働らいてるる事を語るものである．3ζ同

時に，此の細かいものを嚢見するに役立つた諏訪の三澤氏の観測結果εい

ふものが・學野上如何に大切なものであるかεいふ事が盆々明らかになつ

㊧わけである・一ミにかく，今後，諏訪の観測結果ε，チウリヒミの結
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果Sは，偶然にも，誠に軍一な直線式によって相互換算するこミが出來る

やうになったのである．
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　　第二圖　諏訪tチウリヒミに於けろ黒鮎相謝敷耳茸値の關係

チウリヒのラルフア氏は1893年からチウリヒ天文毫の首長になった人であ

るが，其れ以前にはラルフ（R．W’olf）教授が天文皇長Sして井井黒織の

観測をやってゐtc・（「天界」第62號第114頁参照）射って，チウリヒから嚢表

されてみる相対藪も，1893年に観測者が交代したミいふ事實を記憶しなけ

ればならない．從って此の1893年の前ミ後ミに於いて，相封激にも不連績

な性質が含まれてみるのかも知れない．しかし此の年度にはラルフの観測

ごテルフア氏の観測εを比較研究する標準（今回の三澤氏の如きもの）が全

く無いのであって，研究の仕やうが無い．たs“，吾人は，上記の事情によ

って，過去の永年月にわたり嚢表されたチウリヒの太陽黒丁丁封撒なるも

のは，結局。太陽の黒黙活動を定性的（qualitative）に表はす一つの指針ε
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なるけれき，多くの人々が今まで考へてるたやうに之れが太陽黒鮎活動の

定量的（quantitative）指針（index）では無いこミを注意しなければならない．

從って又，此のチウリヒの相謝撒を調和分析（Harmonic　analysis）な骨に

よって研究するこ霊は誤りであるこミを知らねばならない．故に，例へば

此の種の相封歎は憂往者期（Periodicity）を研究するナ3には多少役に立つ

程度のものである．

　　　　　　　　　　　　　　　（9）

　諏訪の三澤氏の観測S，チウリヒのルラフア氏の観測ミは，共に観測回

数の多いこSに於いて他に殆んさ其の比を見ない程優秀なものであるが倫

ほ，三澤氏の観測の始められ7　1921年十月以下の，読了の観測日藪を，爾

々相比べて見るε，第三表の通りである．（但し，チウリヒ大旨の齪測報告

は去る九月までのものが自分の手許にあるから，以下の諸計算に於いて讃

者は其の事を記憶して置いて頂きたい．）

　　　　　　　　　　　　　第　　三　　表

　　　　　　諏訪チウリヒ爾地に於ける大陽黒鮎観測日撒

戸92・ 1・922 い923 1924 1925 P9・引 1927

諏　チリ

K　ウヒ
諏　チ七
K　ウリ

諏　チリ

K　ウヒ
諮騎1 警訓 霧劉 諏チ寧

Kウヒ
一　月 一　　　　　　　　　～ 30　15 27　19 30　21 25　19 26　20 29　1曾

一　月 一　　　　　　一 24　23 22　20 26　15 23　25 24　20 23　25
一
三　月 一　　　　　　　　　｝ 27　24 27　26 28　25 28　20 26　24 24　27

四　月 一　　　　　　『 23　21 24　24 26　25 19　23 26　28 27　26

五　月 一　　　　　　『 27　29 22　28 24　27 22　29 26　30 26　31

六　月 一　　　　　　　　　｝ 29　27 23　28 27　26 22　30 26　27 29　28

七　月 一　　　　　　～ 27　27 24　馨0 26　27 22　29 29　26 26

入　月 一　　　　　　『 29　28 29　29 30　27 23　29 28　29 27

九　月 一　　　　　　｝ 23　25 24　27 23　25 20　27 26　29 22

十　月 16　26 26　14 23　24 18　23 26　20 26　25 26

十一月 29　11 27　18 25　17 26　13 25　6 26　21 25

十二月 27　18 30　18 27　14 26　14 28　20 29　15 27

合計 72　55 324267 297286 ・…6・ p283277 318294 311

比較を容易ならしめるために，上の第三表から，一年中毎月の李均観測
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日撒を算出し，禽ほ叉，此の満6ケ年間に於ける毎月の観測日激の最多最少

のソコードを書き並べて見る霊，其れは第四表の通りである．

第　　恕　　衷

観測日歎の月別表
1

諏　　　訪 チ ウ　　リ ヒ

月　別

亭均
1母多． 最少 醐1 最多 最少

一　月

�@月

O　月

l　二

ﾜ　月

Z　月

ｵ　月

ｺ　月

ｺ　月冝
p
＋
ご
周

28日
Q4

Q7

Q4

Q4．5

Q6

Q6

Q8

Q3

Q3

Q6

Q8

30日
Q6

Q8

Q7

Q7

Q9

Q9

R0

Q6

Q｛

Q9

R0

25日
Q2

Q4

P9

Q2

Q2

Q2

Q3

Q0

P6

Q5

Q6

19日
Q1

Q4

Q生．5

Q9

Q8

Q8

Q8

Q6

Q2

P4

P6．5，

21日
Q5

Q7

Q8

R1

R0

R0

Q9

Q9

Q6

Q1

Q0

150
P5

Q0

Q1

Q7

Q7

Q6

Q7

Q3

H4

U
1
4年鞠1 覇1 1鵬 i

これで見るε明らかである通り，観測開始以來，諏訪の観測の撒は殆んさ

常にチウリヒでの観測日数より多い．爾ほ叉，上の第四表を見るε分る通

り，一年中の各月の観測日数の増減の度合ひが，チウリヒよりも諏訪に於

いて著しく少ない．即ち，チウリヒでは醤年十一月や十二月頃の観測日撒

が極めて少なくて，殊に1925年十一一・月には僅か6ケ日だけ観測が行はれた

のに封し，諏訪では観測最初の去ろ1921年十月の観測日敏が16日NSいふ最

低レコードを示してみるに過ぎない．こうして，諏訪での毎月準均観測日

撒の成績はあらゆる意味に於いて優秀なものであるこミが示されてみる．

黒貼相勤藪の如き，一般に統計的概究に用ゐられる林料は，材料の豊富な

こミが最も望ましいこεなのであろから．（終）


